
失敗しない！
 住宅展示場の回り方

住宅展⽰場は「回り⽅」で成果が変わります

岡住コンシェルジュ



展示場は「比較する視点」で見る

※岡住コンシェルジュは中⽴な⽴場でサポートします

住宅展⽰場は家づくりに⾮常に参考になりますが、準備不⾜で⾏くと以下の
ような失敗が起こりがちです。

⼤切なのは「全部聞くこと」ではなく、最初は“⽐較する視点”を
持つことです。

1社だけで時間が終わってしまう

話を聞きすぎて疲れる

どの会社が良かったのかわからなくなる

家族の意⾒がまとまらない / 予算がつかめない



1. 最初から決めなくて大丈夫です

最初の⾒学段階で決める必要はありません。まずは以下のこと
を知るのが⽬的です。

どんな家が好きか / 暮らしやすそうか

どの価格帯が現実的か

家族が何を重視しているか

住宅会社ごとに何が違うのか



2. 見学前に決めておくべき 3つのこと

岡住コンシェルジュでは、⽬的に合わせた⾒学ルートをご案内します。

① 今⽇の⽬的
⽬的を1つに絞りましょう。
 例：雰囲気を知りたい、複数社⽐較、平屋
の参考に、収納を⾒たい、⼟地相談など。

② 所要時間
1社あたりの⽬安：
 ‧気軽：30分
 ‧⽐較：60分
 ‧⼟地相談：90分

③ ⾒るメーカー数
最初は「2〜3社」がおすすめ。
 多く⾒すぎると情報が混ざり、⽐較しづら
くなります。



3. 見学中に見るべきポイント（ 1/2）

玄関・リビング・収納 キッチン・家事動線

⽞関からリビングまでの動線が良いか

靴やベビーカーを置く収納が⾜りそうか

実際の価格でも再現できる広さ（仕様）か

家族が集まりやすいか、⽇当たりは良いか

キッチン〜洗⾯〜脱⾐室が近く、動線が良いか

パントリーや収納は使いやすいか

洗濯〜⼲す〜しまうが楽そうか



3. 見学中に見るべきポイント（ 2/2）

個室・将来の計画 性能・保証・アフター

家具を置いた際、広すぎず狭すぎないか

将来の⽣活変化にも対応できそうか

クローゼットの量は⼗分か

断熱‧耐震性能について説明を聞いたか

メンテナンス費⽤や保証内容を確認したか

標準仕様とオプションの違いを確認したか



4. 見学中に注意したいこと

冷静な判断を
雰囲気に飲まれず以下を確認しましょう。

魔法の質問を投げよう
「この中で標準仕様でない部分はどこですか？」

モデルハウスは豪華な装備が多いため、この質問で「本当の価格感」
が⾒えてきます。

予算内で実現できるか

⼟地条件に合うか

標準かオプションか



5. 見学後にやるべきこと（家族会議）

⾒学後は、記憶が新しいうちに次の3点を整理しましょう。

岡住コンシェルジュは、お客様のペースに合わせた家づくりを中⽴的にサポートします。

① 良かった会社は？
印象、説明の分かりやすさ、性能、担当者
との相性を振り返る。

② 予算で実現できる？
⼟地‧建物‧外構‧諸費⽤。住宅ローンを
含めた現実的な総予算で考える。

③ 次に相談することは？
□ ⼟地探しを進める
 □ 資⾦計画を⽴てる
 □ 特定メーカーと個別相談


